
may o::cur during the formation of Z003pores 

in the unilocular sporangium on diploid 

thallus which was derived from the zygote. 

The present result partially explains the 

appearan::e and disappearance of fronds in 

nature. In summer， the gametophytes grow 
well an1 mature faster， but most of the 
gametes develop as巴xually to repeat the 

same gametophytic generation. Th巴rateof 

sexual conjugation increases from autumn 

to winter when sea-water temperature drops， 
and sporop!:lytes derived from zygotes de-

velop wε11 into the branched cylindrical 

fronds during the seasons of winter and 

spring. The branched cylindrical fronds 

bear unilocular sporangia in early summer 

when sea-water temperature rises. 
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鯵坂哲朗・梅崎 勇:培重量によるイシモヅク(褐蕩類ナガマツモ目)の生活史の研究

日本海若狭湾産の褐藻イシモヅクの生活史を室内培養によって完結した。自然に生育するいわゆるイシモヅク

は， Jl包子体である。この藻体上の単子袈から放出された遊走子は，そのまま発芽して顕微鏡的な単相 (n=9-12)
の配1肉体になる。この配偶体は，高温では密に分校した叢状発芽体になり， {s;ilutでは机に分校したものになる。
そして高温長日ほど成長が速く，高温ほど早く成熟する。配偶体の複子袋(配偶子誕)から放出された配偶子の

閣で接合が行なわれる。接合子は，発芽して肉眼的な複相 (2n=12-2.:1)の胞子体になる。 この胞子体は低温で
良く成長するし，高温ほど早く単子裂をつけて成熟する。接合しなかった配偶子は，無性的に発芽して，再び配

偶体世代を操り返す。 (606京都市左京区北白川追分町 京都大学農学部水産学教室)

津村孝平:珪藻混種プレパラートの指示標識

Kohei TSUMURA: The marking on diatom-slides. 

珪.~~の既製のi昆極プレパラート 11"' の特定例{本の封入

位置を示す係~î;l~をそのプレパラートへ直ti1':こつけよう

とすると従来は刻印式の標本抱示訴を用いて，カバー

グラスの衣iIfiに小円を刻印するよりほかに良い方法が

なかったので，在、は次善の策として下記のブJIl、を案11:'，

して試川してみたところ，多少の不艇はあるが，十分

に実用になることがわかったので， ここに紹介する。

既製の混種プレパラートを鏡検して指示標識をつけ

たい個体が見付かったら，鋭検しながら，そのfI副本の

真上にカパーグラスヘインキの点、などを一時仮りに打

って，そのプレパラートを史返えして，裏面から鏡検

して，そのfI司{本を隙nZし，プレパラートを載物台 l二へ
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固定する。つぎにクッキング・ホイル用のアルミ箔か

ら打抜き器を使って直径3mmの円形のアルミ箔を作

り，その中央を直径1mmの打抜き器で打抜いて，外

径 3mm，内径1mmのアルミ箔の輸を作り，これに

極く少量の糊をつけて，前日己のプレパラートを 5倍ま

たは101告の対物鋭を使用した顕微鏡で見ながら， Iiiiil己

のインキの点や個体をアルミ箔の輸の中央にあるよう

にしてアルミ箔の輸を確実に貼付する。このとき糊は

いくら少量であってもアルミ箔を強くプレパラートへ

押しつければ多少は糊がはみ出してプレパラートを汚

すであろうが，その場合は有柄針かピンセγトなどへ

脱脂綿を固く巻きつけたものを水で僅かにぬらして，

ていねいに糊をぬぐい去ればよい。これでもう指示際

識は取りつけられたことになるが，プレパラートを長

期間保存すると糊が枯れてしまって輸が脱落する心配

もあるから，このアルミ箔の輸の上にもプレパラート

用のミヂアムを滴下してカパーグラスを貼ってしまう

とよい。よれに用いるミヂアムは遊説J1lの高屈折半の

もの(例えば Pleuraxゃ Styraxなど)よりも，む

しろ屈折率がガラスなどに近いものの方が無難であろ

うと思うが，ただ室温へ放置しても，なるべく短時間

で乾因するものであることが望ましい。夜、は手許に有

あわせの Euparalか Caedaxを用いた(大体一昼夜

ぐらいで乾回する)。その後でプレパラートの表而へ

[反につけたインキの点、を拭い去ればよい。

このプレパラートは表・衷両面にカパーグラスがあ

ることと，裂回の方にアルミ箔の輸がHじてあるから，
表・表面iを間違えて作動距離の短かい刈物鏡を使うと

プレパラートを破損したりするから，表面の方にすぐ

にラベノレを貼って，間違いを防止することが大切であ

る。鋭検するにはアルミ箔の輸を見つけたら，対物心1
をスライドグラスの厚さだけプレパラートからjきざけ

るように鋭筒を上げれば目的の珪iS/にピントが合うこ

とになるわけである。

なお一言注意しておくことは， H、は本誌 Vol.22， No. 

3に隙;ita入りの混種プレパラートとしてアルミ箔の矢

をプレパラートを作るときにその中へ封じ込む方訟を

古川、ておいた。矢を用いるとその先端は一点を指すの

で，輪よりも良いのであるが，プレパラートの中へ封

じ込んだ矢は銭泌の存在する面と同ーの聞にあるから

正確を期する上にも，また矢はその太いプJの部分だけ

に糊をつけておいて，鏡検しながら矢の位置を修正し

たりできるから矢の方がよい。その時に輸を用いると

全面へ糊をつけるので輸の・部が珪藻の上を通り越さ

なければ輸が貼れないから，その時に糊が珪藻に付着

などして失敗になるので輸を用いなかったが，今回の

はプレパラートの裏面のただのガラス面.へlt~ るのであ

るから，余分な糊は貼った後で拭い去ることができる

ことと，珪藻のある面とアルミ箔がある面はスライド

グラスの厚さだけ差があるので，顕微鏡と限との光軸

が頭の動かし具合で僅かでも狂うと，拡大像に視差が

生じて像が動くこともあるから，余り正確に一点、を隠

す矢よりも輸で珪藻のあるところを囲んでしまった方

ヵ:よし、。

プレパラートの下両にもカバーグラスがlh~ つであるプ

レパラートは鏡検の拡大像そのものの鮮明度に多少の

影~~~を及ぼしはしないかということについては，その

理由づけなどについてまだ多少の検討の余地は確かに

あるらしくて，不J、の経験によると，ある腐の庄藻(こ

れは被殻の彫刻の細密・粗大とは別である)には拡大

像の鮮明度に僅かながら1%1係することがあるようであ

るけれども，一般には大した影響はないと言ってよ

い。ただし下回のカパーグラスだけスライドグラスが

厚くなるわけであるから，それが気になる人は孫子の

スライドグラスを使えばよい。私が上に鮮明度に他か

の|共l係があるらしいと書いたのはスライドグラスのi:1j

手・厚手などの差を超えた特殊な場合を言っているの

で，それまでを問題にするのであると，珪誌のプレパ

ラートの製法はかなり特別な方法を必要とするという

ことになるかも知れないので，それは IJiJの機会;こ -i~} く

ことにしfこし、。
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